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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について
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現状分析

計画策定・開示

取組の実行

・自社の資本コストや資本収益性を的確に把握
・その内容や市場評価に関して、取締役会で現状を
分析・評価

・現状評価とあわせて、投資者にわかりやすく開示
・開示をベースとして、投資者との積極的な対話を実施

・各経営指標（PBR、ROE、株主資本コスト、ROIC）の把握
・ROEは10%以上を維持。PBRは2.5倍まで上昇
・株主資本コストは、市場の期待リターンを踏まえ随時見直し

・中期経営計画により成長戦略、企業価値向上施策を開示
・最終年度のROICをKPIに設定し、13%を目指す

・中期経営計画の実現に向け設置した企業価値向上委員会に
より資本コストや株価を意識した経営を推進 

・IR部門・経営層による投資家との対話の充実

東証からの要請内容等 当社の対応

当社は、資本コストや株価を意識した経営の実現に向け、①中期経営計画“飛躍2030”で策定した成
長戦略の実行、②ROICを経営判断に活用する体制づくり、③売上成長と資本効率の両立、を行ってま
いります。上記3点の活動と、中計最終年度のKPIであるROIC=13%以上の達成を目指してまいりま
す。

・コーポレートガバナンスの改訂（予定）
・改訂に応じた方針や目標・計画期間、具体的な
取組みを取締役会で検討・策定
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について -現状分析-
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経営指標 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

株価※ 1,503円 1,255円 1,535円 1,146円 2,726円
(3月31日時点)

EPS※ 102.7円 133.6円 78.9円 109.8円 135.2円

PER 14.6倍 9.4倍 19.5倍 10.4倍 20.1倍

ROE 15.4% 17.4％ 9.1% 11.7% 12.9%

株主資本コスト 6.3% 6.3％ 6.3% 7.5～8.5％ 8.0～9.0％

PBR 2.1倍 1.5倍 1.7倍 1.2倍 2.5倍

ROIC 15.4% 17.4％ 8.2% 9.7% 11.1%

◆資本効率
ROE（自己資本利益率）：株主資本コストを上回る
ROIC(投下資本利益率）：設備投資による総資産増加により11.1%と

 なるが、10%超の水準を維持
株主資本コスト：8.0%～9.0%に上昇していると認識

①CAPM理論（ライフサイエンス事業:6.5%、電子材料事業:9.1%）
②益利回り法 5.0%

◆株価に関する市場評価
PBR（株価純資産倍率）：2.5倍に増加
PER（株価収益率）：今後の成長期待の高まりを背景に、20.1倍に上昇

※2026年4月の株式分割実施に伴い、分割後に換算した株価・EPSを表示しています。
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取組み方針に関する振り返りと成果
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収益性の向上 ROE・ROIC10%以上

市場への的確な情報提供によるβ値の低減

持続的な成長に向けた投資機会の見極めと
資本コストを意識した資金調達の実施

• 鹿島事業所設備投資 2025年8月完成
⇒新規生産設備の立上短縮化技術確立

• 過去最高の償却前営業利益29,787百万円達成
（ライフサイエンス事業：リンゴ酸・グルコン酸類の海外販売増）
（電子材料事業：AI半導体向けを中心に販売数量増）

• グルコン酸類（北米）、超高純度コロイダルシリカ（世界各地）の
拡販で海外比率55.1%に上昇

• 当社製品への需要を見極め、適切なタイミングで必要な
投資判断を実施

• M&Aにより他社リソースの取り込みの機会を追求

• 資本コストを意識した資金調達方法を検討し、実行
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• 任意開示も含め積極的な情報開示
• 機関投資家訪問 17社

（対応：社長、管理本部担当取締役、IR広報室長）

• 対面・Web会議等による個別ミーティング 155回
（対応：IR広報室）

• 鹿島事業所電材設備の機関投資家向見学会開催

※対話や情報開示の促進を通じて不確実性の低減に寄与したと認識

• 財務・非財務ともに市場が必要とする情報開示

• 投資家との対話の充実

1年間の成果2025年5月の開示内容

• 京都事業所での超高純度コロイダルシリカ製造設備への投資
400億円を公表 （2029年2月完成予定）

• 新研究開発拠点設立計画 （2028年稼働目標）
• 資金調達、M&Aで新たな進展はなし
• 設備投資ニーズや金利動向等を考慮し、随時検討

ROE/ROIC
12.9％・11.1％

• 半導体市場の回復局面需要増に

応えられる供給体制

• 償却前営業利益の最大化

• 海外での販売機会の獲得に注力
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応
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PBR

ROE

PER

収益性

資本効率

成長戦略

資本コスト

・収益の最大化
高収益製品の開発と拡販（国内・海外）

・新設備の早期認定・稼働と収益化
2025年8月完工の鹿島新設備の認定作業推進

・品質と供給の安定による稼働率の維持・向上
・累進配当方針の継続と、機動的な還元施策の検討
・ROIC経営の推進と、資本効率を意識した意思決定の仕
組みづくりに着手

・資本市場との建設的対話の実現
・事業リスク等のマネジメントコントロール
・非財務情報の積極開示
・経営トップのIRへの積極関与

中計最終年度目標
2030年度: 13%

更なる企業価値向上を
通じて改善を目指す

・中期経営計画「飛躍2030」で策定した成長戦略の実行
・グローバル連携の強化による海外販売の拡大
・コア技術を活かした新製品の開発、新規分野の開拓
・DX化などによる生産性の向上、原価低減の実現
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